
















KJ法の分析を実施 し 【病棟看護師の役割の現状 と課題】は 72の ラベルから8つ の表札,【母親の
心身の現状と課題】は 33の ラベルから4つ の表札に集約することができた。
病棟看護師は,母親に医療技術を伝えるだけでなく入院中より母親の疑問や悩みの解決に寄 り添
い支援 し,さ さいなことでも相談できる良い信頼関係の構築に努めることが基本姿勢として求めら




















































する調査 (平成 27年 )」 において経管栄養,気管切開 ,
人工呼吸器等が必要な児童の うち約 9割 が NICU・
ICU(PICU含む)の入院経験があ り,NICU等退院
(24)
児の約 6割以上が吸引や経管栄養を必要 としてお り,
約 2割 が人工呼吸器管理を必要 とするなど特に高度
な医療を必要 としているものの,医療的ケア児の約








るための環境整備等を行 うことを目的 とした 「障害
者の 日常生活及び社会生活を総合的に支援するため
の法律及び児童福祉法の一部を改正する法律」が平





























文献検索は医学中央雑誌 Web版 (2000年 ～ 2018年 )
を用い,2018年 4月 ～ 6月 に行った。検索は 「障害
児,地域,生活」をキーワー ドとして実施 し,171件
の文献がヒッ トした。 この 171件 の中か ら主養育者
鹿児島純心女子大学看護栄養学部紀要 Vol.23,2019
の心身の現状・看護師の役割の記載があった 5文献
を対象 とした。 しか し,看護師の役割に関する文献










データは,川喜田 (1967)が 考案 した KJ法の手順
に基づいて分類を行った。KJ法は次の流れにて実施
した。まずラベルづ くりを行い,第 1著者,第 2著
者,第 3著者にて }青 報の共有を行いながら小グルー
プ化 と表札づくり (第 1段階)を実施,次に中グルー










KJ法に基づき分類 した結果,計 105の ラベルが作成








































































家族は 「入浴方法や具体的な歩行訓練などの 1青 報





見も聞きながら新 しい方法を取 り入れ,子 どもの
体調悪化を防げるよう次のレスパイ ト入院までに
変更 したケアを継続」 してもらうなど, レスパィ
ト入院を活用 しつつ,子 どもの成長や変化にあっ









































畏敬の念を持ち,個性を尊重 し,一貫 して優 しく,
温かいかかわ りをしていく役割があり,そ の根本





あり,ま た退院支援への要望 として 「車の乗 り降
りを一緒にやって欲 しかった」など 《院外での支
援方法も一緒にして欲 しい》 とい う要望があった。



























悩 している。一方 「兄弟児・健常児 と同じ普通の
子育て,様々な体験を通 して社会性を育む子育て






























心理的ケア 16ラ バリレ 11ラ バリレ
サービス利用・家族会等の情報提供 15ラ ベル 14ラ バリレ
家族ができるケア・療育ア ドバイス 18ラ バンレ
連携をする 7ラ バンレ
情報提供の仕方 6ラ バンレ
信頼関係 8ラ バリレ 5ラ バンレ




Ⅳ 考  察
本稿は,医療的ケア児の在宅移行支援時,病棟看
護師に求められる役割について示唆を得ることを目


















































この事業において①支援者 100名 ,② コーディネー

















































精神的負担 として,母親は医療的ケアを行 う役割 ,
地域や親戚に対する社会的役割,母親役割を担って


















































第 20第 3筆者は,来年春に臨床の場で従事す る
ことになる。臨床 とい う現場において看護師は医療 ,
福祉,行政,保健,教育の各分野で顔の見える関係
作 りと連携を行 う必要がある。顔の見える関係作 り
をするためには,地域行事や院外研修等に積極的に
参加 し,顔を会わせ,つ なが りを作ることが大切で
ある。看護師 と他職種が頼 り頼 られる信頼関係を築
くことで母親 と医療的ケア児の個別性やニーズを,































わり, 日本小児看護学会誌 26巻 ,2017
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